
第225回 教育研究評議会議事録 

 

Ⅰ 日 時 令和6年1月18日（木） 14:00～15:10 

 

Ⅱ 出席者 評議員  加藤（光）、重田、金保、池田、氷見谷、加藤（和）、原、本間、西尾、呑海、竹中、 

江面、新井、杉本、大渕、初貝、遠藤、中田、大倉、土井、樋口、菅谷、受川、河辺、 

田中（誠）、木塚、田中（佐）、山中、関根、大石、服部、吉瀬、田中（俊）、井田、 

西保、野中、川上、歳森、猿渡、高木、日野、朴、深水、加賀 

 

Ⅲ 議 題 

〔審 議〕 

(1) 学際サイエンス・デザイン専門学群及びマレーシア海外教育拠点支援室 

設置に係る法人規則等の改正・新規制定について --------------------------- 〔審議1資料〕 

(2) 研究戦略イニシアティブ推進機構の改組について --------------------------- 〔審議2資料〕 

(3) 大学教員の職名等の新設について ----------------------------------------- 〔審議3資料〕 

(4) 筑波大学の学生支援に関する指針について --------------------------------- 〔審議4資料〕 

(5) 中期計画の変更について ------------------------------------------------- 〔審議5資料〕 

 

〔報 告〕 

(1) 第142回経営協議会報告について ----------------------------------------- 〔報告1資料〕 

(2) 令和6年度国立大学法人運営費交付金等予算案について --------------------- 〔報告2資料〕 

(3) 公募スペース運用ガイドラインの見直しについて --------------------------- 〔報告3資料〕 

(4) 令和5年度（10～12月）ハラスメント苦情相談・コンプライアンス通報状況 

について -------------------------------------------------------------- 〔報告4資料〕 

(5) 開発研究センターの評価結果について ------------------------------------- 〔報告6資料〕 

(6) その他 

 

Ⅳ 議 事 

〔審 議〕 

(1)～(2)  審議1資料～同2資料に基づく審議の結果、それぞれ原案通り承認された。 

(3)  審議3資料に基づく審議の結果、原案通り承認された。 

 なお、職名を新設することとなった経緯や例外の有無等について質疑応答が行われた。 

(4)～(5)  審議4資料～同5資料に基づく審議の結果、それぞれ原案通り承認された。 

 

〔報 告〕 

(1)～(5)  報告1資料～同7資料に基づき報告があった。 

(6)  本間副学長から、令和 6 年能登半島地震に係る学生への緊急経済支援に関して、現在の準備状況

について報告があった。 

続いて、加藤（和）副学長から、安否確認システムで安否報告を行っている学生の割合が低いた



め、周知方法を検討している旨並びに金保副学長から、学生に対して同システムでの安否報告を行

うように指導いただきたい旨の発言があった。 

 

以 上 


